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■研究概要
　農業法人における予算管理システムの採用は有効なのか否か。近年、日本農業の
中核的な担い手として農業法人経営に注目が集まっており、そのマネジメント・コ
ントロール （MC）の構築が喫緊の課題となっています。そして、その構築の鍵と
して期待されているのが予算管理システムの採用です。しかしながら、農業会計研
究の領域においては、農業法人における管理会計システムの活用が模索されてきた
ものの、未だその研究蓄積が少ないのが現状です。
　予算管理システムは、管理会計における MC の中心的な手法であり、管理会計研
究の主要なテーマの 1 つです。同システムは、これまで大企業を対象に研究蓄積が
進んできましたが、2000 年以降、中小企業、中でもスタートアップ企業における
有用性が確認され、大きな注目を集めています。
　そこで本研究では、農業法人における、分業進展の予算管理システム採用時期へ
の影響、及び予算管理システム活用の企業業績への影響を明らかにすることを目的
としています。この研究の意義として、小規模企業が大部分を占める農業法人にお
いても創業時の予算管理システムの採用が企業業績に影響を及ぼすことを明らかに
することを想定しています。そして、先行研究に準拠し、国内の農業法人に対する
アンケート調査から収集したサンプルデータを組み合わせて、計量経済学的分析を
行うというアプローチで研究を進めています。

農業法人における予算管理システム採用の
効果及びその促進・阻害要因
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■どのような共同研究・連携に結びつけられるか？
・農業法人における管理会計システムの利用

環境省　すべての企業が持続的に発展するために－ 持続可能な開発目標（S D G s エスディージーズ）活用ガイド －より

強靱（レジリエント）なインフラ構築、
包摂的かつ持続可能な産業化の促進
及びイノベーションの推進を図る

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困
を終わらせる

各国内及び各国間の不平等を是正する

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び
栄養改善を実現し、持続可能な農業
を促進する

包摂的で安全かつ強靱（レジリエン
ト）で持続可能な都市及び人間居住
を実現する

あらゆる年齢のすべての人々の健康
的な生活を確保し、福祉を促進する

持続可能な生産消費形態を確保する

すべての人に包摂的かつ公正な質の
高い教育を確保し、生涯学習の機会
を促進する

気候変動及びその影響を軽減するた
めの緊急対策を講じる

ジェンダー平等を達成し、すべての
女性及び女児の能力強化を行う

持続可能な開発のために海洋・海洋
資源を保全し、持続可能な形で利用
する

すべての人々の水と衛生の利用可能
性と持続可能な管理を確保する

陸域生態系の保護、回復、持続可能
な利用の推進、持続可能な森林の経
営、砂漠化への対処、ならびに土地
の劣化の阻止・回復及び生物多様性
の損失を阻止する

すべての人々の、安価かつ信頼でき
る持続可能な近代的エネルギーへの
アクセスを確保する

持続可能な開発のための平和で包摂
的な社会を促進し、すべての人々に
司法へのアクセスを提供し、あらゆ
るレベルにおいて効果的で説明責任
のある包摂的な制度を構築する

包摂的かつ持続可能な経済成長及び
すべての人々の完全かつ生産的な雇
用と働きがいのある人間らしい雇用
（ディーセント・ワーク）を促進する

持続可能な開発のための実施手段を
強化し、グローバル・パートナー
シップを活性化する

各シーズの右上には、関係する SDGｓ（持続可能な開発目標）のアイコンを記載しています。
各 SDGｓアイコンの内容は、以下のとおりです。


